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巻　頭　言

地元の行政機関や報道機関にも送付されている
ため，一般の方々にも読まれることは想定内で
ある。しかし事前の連絡なしに本誌が批判的に
引用されたことは看過できず，当時の高木会長
が東奥日報八戸支社に出向き，引用された文章
の表現も一般の方々から批判を受けるようなも
のではないと支社長に申し入れた。幸いこの件
以降も研修リレー日誌が脈々と続いていること
は真に喜ばしい。我々は，外部からの批判を恐
れるわけではないが，一般の人々の誤解を招く
ことのないよう，今後も外部の目を意識して編
集にあたる必要がある。
原稿の採否について
　常々，原稿集めに苦労しているので，自発的
にご投稿くださる会員がおられるのは真にあり
がたい。また医療だけでなく行政・文化など様々
な分野における識者にも原稿を依頼しているが，
多忙な中，執筆依頼に応じていただいた皆様に
は心からお礼申し上げたい。
　しかし残念なことに投稿掲載をお断りしなけ
ればならないことも稀にある。商業誌ではない
のだから面白い文章でなくても良いが，願わく
は会員相互の親睦に資する内容が望ましい。他
人への悪口は論外だが，その他にも医師会の不
利益になる内容や，掲載に支障があると判断し
た原稿は掲載をお断りしている。少なからず批
判を受けることもあるが，本誌はただの掲示板
ではなく，医師会の見解を内外に示す機関誌で
あるから，ある程度の制約は止むを得ないとご
理解いただきたい。
おわりに
　先輩方から「巻頭言は本誌の顔です」と言わ
れてきた。拙文が「顔」と言えるレベルなのか
甚だ心もとないが，日頃，何に悩みながら委員
を務めているかをお伝えしたかった。そんな面
倒なことを何故引き受けているのか。それは
きっと本を編むのが好きだから。

編集者の心得
　広報委員会に加わりもうすぐ20年目になる。
　学術論文や報告はともかく，随筆や紀行文な
ど私的な文章をほとんど書いたことの無かった
私が，本誌の編集に携わるようになり，はじめ
は勝手が分からず大いに戸惑ったが，幸いにも
故鈴木竹一先生からご指導いただくことができ
た。先生が自らの考える校正基準を記した『編
集者としての経験から―ひとつの提言―』と
題する文章がある。一部を抜粋すると，「まず，
どのような種類の文章かを確認する。論文，随
筆，巻頭言などにより方針を変えることも必要
である」「作者の個性を損なうことは避ける」
「文意がうまく通じない文章では，できるだけ
論調を変えないように最小限の補筆，訂正をす
る」「用字，用語が間違っていると考えられる
時は，新聞用事用語集に準ずる」。鈴木先生は
この文章の公表を避けていたため，当時の広報
委員で共有するにとどめておいた。今でもたび
たび読み返すが，どうすれば最小限の校正で済
むのか悩ましい。本誌に投稿していただく方々
は皆，高いプライドをお持ちであるから尚のこ
とである。我々の校正が著者に受け入れられず，
時には怒りを買って投稿を取り下げられたこと
もあった。現在は，巻頭言，会務報告，学術の
記事についてはレベルを保つために必要な範囲
の校正を行うが，随筆や「人・ひと」など私的
内容の文章にはできるだけ手を加えないことを
旨としている。
外部広報の難しさ
　平成19年12月から連載が始まった「研修リ
レー日誌」は本誌の人気シリーズである。研修
医の皆さん方に自由な発想で書いていただき，
編集に当たってはその個性を損なうことの無い
よう努めている。しかし，この研修リレー日誌
の一部が地方新聞のコラムに取り上げられ，「未
熟な研修医の無邪気な言葉」と批判されるとい
う事件があった。本誌は医療機関だけでなく，

八戸市医師会 副会長

松　橋　英　昭

広 報 委 員 苦 労 話


